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第 3章で著者は、前章で明らかにした最適な固定床材料である CPEを用いて、CPE、 CPE+Zeolite（ハ
イブリッド）、Zeolite と固定床なしのバイオリアクター4 種類をそれぞれ用いてバッチ条件におけるバイオ
水素発酵を行っている。その結果、CPE+Zeolite（ハイブリッド）リアクターが CPE、Zeolite と固定床な
しの場合に比べ、それぞれ 1.2 倍、3.5 倍、54 倍高い水素生産量が得られ、CPE+Zeolite（ハイブリッド）























               審   査   の   要   旨 
 
 
本論文において著者は、水素発酵高効率化のため、リアクターに固定床を装填することが有効であること
を明らかにした。また、最適な固定化材料と Feで修飾した Zeoliteをハイブリッド化したバイオリアクター
を用い、それらのバイオ水素の生産促進効果を初めて検討した。その結果、バイオ水素変換のメカニズムを
解明し、適切な固定床及び栄養元素を提供できる材料を装填した高効率固定床水素発酵システムの構築が期
待できる。 
得られた知見に基づき、バイオ水素生産促進のための固定床バイオリアクターに関する重要な学術的知見
を見出した。これらは、長期間安定かつ高効率バイオ水素生産方法の学術的発展に大きく貢献するとともに、
さらなる高効率水素発酵システムの可能性が拡げ、エネルギー・環境分野等への応用にも寄与しうるものと
評価できる。 
令和元年７月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
